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自由電子レーザーを用いることで、それぞれ波長 2.9""'6.7μm、波長 5""'16μm の範囲で、高輝度の赤外光源を得てい
る。また、半導体プロセスを用いて微小開口型カンチレバープロープを自作し、従来の赤外プロープよりも 2""'3 桁
高い光学的スループットを得ることに成功している。この高輝度赤外レーザーと微小関口型カンチレバーを用いて赤
外近接場顕微鏡を試作し、サブミクロンの空間分解能で定性的に赤外顕微分光分析を行えることを実証している。ま
た、赤外近接場顕微鏡の分光能力、超解像性を用いることで、赤外レーザーアプレーションによって分子構造が変化
する領域を識別することに成功している。超解像性をもっ近接場光学を導入することで、種々の分子種の空間分布や
構造変化が起こる領域をより詳細に評価できるようになったことは大変意義深い。
以上のように、本論文は近接場光学を用いて、スペクトルによる分子構造解析が主体である赤外分光法に超解像性
を付与し、吸収イメージングによる新たな物性評価法を提案、実証しているので、応用物理学特にナノ振動分光学に
寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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